
・部会ミーティング。CLOMAへのアプローチとして部会メンバーの

・CLOMAに関連し、環境省、経産省等へ働きかけることで、WPRCの

　認知･活用向上を図る具体案の検討

・2022年度に具体案の実行

・日建連から指摘されたWPRCの不具合について各社の対応を説明した

  そのことから、WPRCに共通する不具合があり、それらの対応を周知

  していくことでより多くのユーザーに理解いただく活動に発展させる

  活動を継続していくこととした

・まずは、各社の取扱注意事項を整理した

2020年度経産省委託事業「ｸﾞﾘｰﾝ建材・設備製品に関する国際標準化」

 (1)WPRC国際標準化分科会

・ISO/DIS20819-2対応実施（他国コメント対応、ロビー活動、DIS原案作成）

・ISO/TC61/SC11国際会議でDIS提案「承認」

・海外市場等の基礎情報の調査を㈱工業市場研究所に委託し実施

　調査対象:インドネシア、ベトナム、タイ、シンガポール、オーストラリア

　調査内容:用途、価格、市場動向、使用環境、規格、グリーンラベル認証等

 （1月に会員企業向け報告会を開催）

・JIS関連情報、WPRCの市場規模の更新

・令和2年度活動実績及び令和3年度活動方針の更新

・内容の全体的な見直しと更新方法の改善

・通常更新作業を建産協への依頼に変更（作業手間削減）

・こどもﾃﾞｰ（本年度はｵﾝﾗｲﾝ開催。動画等ｵﾝﾗｲﾝｺﾝﾃﾝﾂ提供、ｳｪﾋﾞﾅｰ方式等。）

　環境指標WGにて動画ｺﾝﾃﾝﾂ作成計画があったが、もともとこどもﾃﾞｰに向けた

　ものではなく日程的に折り合わなかったため本年度の参加は見送りとした

・2022年3月子供向け動画ｺﾝﾃﾝﾂをWPRC部会HPにｱｯﾌﾟ

・2021/11/17-19にて2022年度ｼﾞｬﾊﾟﾝﾎｰﾑﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｼｮｰ（JHBS)出展

・技術面問合せ対応の他、市場での不当表示（JIS未取得商品の

　「JIS準拠」等の表示）についての改善要求等→特になし

2021年度　分科会・その他活動報告

活動方針

及び

テーマ

WPRC部会ではWPRC･JISの普及･啓蒙を図り、WPRC製品市場の拡大･深耕を促進する。

・分科会活動：

あ普及広報分科会（ロビー活動）、標準化分科会（ガイドライン）

・その他活動：

あ国際標準化（受託事業）、HP維持･更新、政府広報活動、技術面問合せ対応

メンバー

構成

事務局員、関係者（事務局他）

・原則WPRC部会全員参加。

・分科会は、リーダー、サブリーダーを中心に活動を進める。

（L:リーダー、SL:サブリーダー）

活動

テーマ

メンバー(敬称略) 活動内容

普及広報

分科会

伏見(L)、田口、

勝間田(SL)、鈴木

■ロビー活動：CLOMAを通じWPRC提案、関連省庁働きかけ等

　社内におけるSDGｓ活動について話し合う

・アンケート調査の実施

標準化

分科会

中沢(L)、深川、

宮本(SL)、中村

■ガイドライン：日本建設業連合会（日建連）要望対応

その他

活動

あ受託事業参加企業

あ（ﾐｻﾜﾎｰﾑ、LIXIL、

ああﾌｸﾋﾞ化学工業、

ああ文化ｼﾔｯﾀｰ）

報告担当：

田口(ﾒｲﾝ)

明星(ｻﾌﾞ)

■国際標準化（受託事業）

事務局

（明星、渡邉）

■ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ維持･更新

■政府広報活動

■技術面問合せ対応他




